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(報告要旨〉

生産と販売のインターフェイス

巨大企業の生産・販売詞整システム

同志社大学助教授岡本博公

現代の巨大企業は，一方では情報技術革新に支えられて，他方では巨大企業同士の臓

烈な市場支配競争の要請にこたえて，生産と販売の統合を新たな段階におしあげてい

る。この報告では，①巨大企業の垂直的統合の現段階がどのようなものであるかを明 b

かにし，さらに②巨大企業の垂直的統合のありょうを産業乙企業。競争力目遣いを反映

するもりとして類型化する試みを紹介した。

巨大企業の蟻烈な競争は多品種・19，仕様生産を極限までおしすすめながら，で'"るか

ぎり長い生産プロセスの全体にわたって，効率的な生産， とりわけ原材料から完成品に

至る素材の一貫した流れを実現すること， しかもそれは納期の短縮と在車の削減を同時

に達成するものであることを要請している。巨大企業の垂直的統合の現段階は，こう L

た矛盾する要請を同時に充足する生産・販売調整システムを構築している。それはj い

わば見込生産に受注生産を組みこむシステムであれ生産プロセスの進展にあわせて次
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第に受注情報を具体化しながら，最終的に見込生産を受注生産に転換させるシステムと

いってよし、。巨大企業は情報技術革新に支えられて，こうした精轍な生産・販売調整シ

ステムをつくりあげ，新たな統合構造を実現している。

とよろで， ιの精紙なシスアムが円滑に駆動するためには，一方では微調整を重ねな

がら現実の需要動向に最終的に照応していくフレキシブルな生産システムが必要であり，

州方では倣調聴を最少限に抑制するために当初の計画をできる限り予定どおり実現せ L

める強固な販売力が不可欠である。こうして，巨大企業がど白ような生産・販売調整シ

ステムを構築しているかは，生産技術の特性と市場の特質に制約されz 産業の違いと企

業の競争力を映し出すことになる。

たとえば，①生産のフレキシプリティはそれほど高くないが，紐付販売によっτ相対

的に強い脹売力を保持する鉄鋼業巨大企業は，先物契約によって生産のリードタイムに

あわせた受注期間二納期を設定している。

②自動車工業巨大企業は，最も精級なオーダー・エソトリ・ゾステムに上。て，句オ

ーダー，デイリーオーダーを展開している。だが，自動車工業匡大企業白このシステム

はヲ多品種・多仕様生産の拡充と相乗的にすすむので企業の競争力の差を如実に反映す

ることになる。

③半導体企業の場合は，生産のフレキシブりテパ溜いうえにユーザーパワーが強く，

鉄鋼業のように生産自リードタイムにあわせた納期設定ができないので見込生産が支配

的であり，オーダー・システムはプリミティフな段階にとどまっている。


